
銚子塚古墳で新発見相次ぐ！

まずは「突出部」から説明しましょうね！
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銚子塚古墳の発掘調査で新発見が相次いでいます。新聞やテレビに先に出てしまいましたが、この
「ちょうしづか新聞」ではよりわかりやすく新発見を説明していきたいと思います。
今回は後円部北側で発見された「突出部（とっしゅつぶ）」について説明しましょう！！
では、銚子くんお願いします。

周溝

　アイアイ～！どうも～
　なぜか真冬でも緑色の銚子くんです～。
　ワイワイ言うとりますが、さっそく説明に入ります～。（アンガールズ風に読んでねー）
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Q１　「突出部」ってどこで見つかったの？
　「突出部」は前方後円墳である銚子塚古墳の後円部（「円」の
部分）の北側で発見されました。ここはね…後円部の墳頂（てっ
ぺん）にある竪穴式石室の北側の真下にあたる場所なんだ。ふ
ふふ、これはちょっとマニア向け情報！

Q２　「突出部」ってどんなものなの？
　これまで銚子塚古墳の後円部はきれいなまん丸の平面形をし
ていると考えられてきました。しかし今回の発見によって墳丘の
端っこの一部は半円形に突出していることがわかったのです。
「突出部」はまるで舞台のように周溝（古墳のまわりの堀）にむ
かって出っ張った部分で、幅は約30ｍ、出っ張った長さが約６
ｍ、周溝底からの高さは1.2ｍ近くあります。

Q３　「突出部」って何のために造られたのかなあ？
　墳丘の端っこに出っ張った部分があるのはこの古墳だけでは
ありません。特に５世紀以降の古墳には「造出（つくりだし）」とい
う舞台のような出っ張りが造られることがよく知られています。この
「造出」は「古墳のおまつり」や「埋葬」を行なうために造られた場
所であることがわかっています。しかし、今回銚子塚古墳で見つ
かったものは何の目的で造られたのかは今のところわからない施
設です。だから、あえて「造出」とは呼ばず、「突出部」と今のとこ
ろ呼んでいるのです。

Q4　銚子塚古墳で「突出部」が見つかって何がすごいの？
　銚子塚古墳は４世紀末に造られた古墳と考えられています。こ
のような４世紀代の古墳、特に東日本の前方後円墳にはこのよう
な付属施設があるとは今まで考えられていなかったのです。この
ような施設は「畿内（きない）」と呼ばれるヤマト政権の中心地に
はあると考えられる施設ですので、銚子塚古墳の造られ方が畿
内ととても似ているらしいということが見えてきたことがすごいので
す。また、もしこの突出部が「古墳のおまつり」の場であるとすれ
ば、５世紀以降の古墳に造られる「造出」の起源にもなりうる発見
なのです。 長さ６ｍ

幅30ｍ

墳丘

周溝

突出部が出っ張る

墳丘と突出部を断ち割ってみると…

※突出部は地山掘り残しで造成されています！
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